
ず

い

そ

う

二

〇

一

二

年

は

国
際
協
同
組
合
年
で
す

岩
本

繁

●
東
京
経
済
大
学
理
事
長

国

連
総
会
で

、
二

〇
一
二

年
を
国

際
協
同

組
合

年
に
す

る
採

択
・
決
議

が
さ
れ
た

。
こ

れ
は
、
世
界

の
経

済
社
会
で

重
要
と
認

め
る

取
り

組
み
に

つ
い
て
、
国

連
が
現
代
社
会

に

お
け

る
協
同
組
合

の
価
値
を

認
め
た
も

の
で
、

画
期

的
な
も
の
と
言

え

る
。

リ

ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ

ク
後

の
金
融
危
機

、

そ

れ
に
続
く
世
界

経
済
の

停
滞
は
、
競
争

や

利
益

追
求
型
の
資

本
主
義
、
市

場
原
理
主
義

の
限
界

を
露
呈
し

、
世
界

の
飢
餓
や
貧
困

の

根

絶
、
雇
用
の
創
出

、
社
会

的
弱

者
の
救

済

等

の
経
済
的
問
題

の
解
決
に
協
同

組
合

の
役

割
を
重

要
視
し
て

い
る
。

国

連
は
、
国
際
協
同

組
合
年

の
目
標
に

つ

い
て

、
協
同
組
合

の
経
済
社
会

的
役
割
の
認

知
度

の
向
上
、
成
長

、
制
度

・
政
策
の
確

立

を
掲

げ
、
各
国

が
二

〇
一
二
年

を
通
じ
て
目

標

に
向
け
て
そ

れ

ぞ
れ
計
画

し
て

い
る
。

世
界
の
協
同
組

合

の
現

状
は
、
一
八

九
五

年

に
設
立

さ
れ
た
国

際
協
同

組
合
同
盟

（
I

C
A
）
に
世
界
各
国

の
農
業
、
消
費
者

、
信
用

、

保
険

、
漁
業
、
林

業
、
労
働

者
、
旅
行

、
住

宅

、
エ
ネ
ル

ギ
ー
等

あ
ら

ゆ
る
分
野

の
協
同

組
合

の
全
国
組
織

が
加
盟
し

て

い
る
。

I
C
A

の
加
盟
国

組
織
は

、
九
十
三
ヵ
国

、

二
百
四

十
九
団
体

、
傘
下

の
組
合
員
は
世
界

全
体

で
十
億
人
を
超
え

て

い
る
。

ま
た
、
世

界
最
大

の
非

政
府
組

織
（
N
G

O
）
と
し

て
国
連

経
済
社
会

理
事

会
の
諮

問

機
関

第
一

グ
ル

ー
プ
に
登
録

さ
れ
、
二
〇

〇

二
年

に
は
国
際
労

働
機
関
（
I
L
O

）
が
、「
経

済
社
会

の
発
展
に

お

い
て
協
同

組
合
は

、
世

界

の
ど
の
地
域
に

お

い
て
も
極

め
て
重
要
で

あ

る
」
と
勧
告

を
発
表
し
て

い
る
。

日

本
の
協
同
組

合
の
う
ち

、
I
C
A

に
は

J
A

全
農
、
生
活

協
同
組
合

、
農
林
中
金
等

の
十
三

団
体

が
加

盟
し
て

い
る
。
ま
た

、
一

九

五

六
年

に
日

本

協
同

組
合

連

絡

協

議
会

（
J
J
C

）
が
設

立
さ

れ
、
わ

が
国

の
協
同

組
合

運
動

の
相
互

の
連
携
、
I
C
A

と

の
連

携
強
化

を
図

る
こ

と
を
目
的

に
し

て

い
る
。

協
同

組
合
の
源

流
は
、
イ

ギ
リ
ス
を
中
心

と
し

た
急
速
な

産
業
革
命
と

都
市

化
に
よ
り

、

貧
富

の
格

差
、
資

本
家
と
労
働

者
、
農
民
層

の
困
窮
等

、
社
会

的
な
崩
壊
に

直
面

し
た
時

期
に

さ
か
の

ぼ
る
。

一
八
四
四

年

に
イ

ギ
リ
ス

の
マ
ン
チ
ェ

ス

タ
ー
に
小

売
業
者

が
集
ま
り
、

ロ
ッ
チ

デ
ー



ル
公
正
先
駆

者
協
同
組

合
を
設

立
し

た
。
こ

れ
は
、
労

働
者
に
対
し

て
「
正
直

な
価
格
」

で
「
混

ぜ
物
の
な

い
食
品

」
を
提

供
す
る
た

め
の
生
協

で
あ
る
。
ま

た
、

フ
ラ

ン
ス
で
も

、

一
八
四
〇
年

代
に
労
働

者
が
主
導
し

て
労
働

者
協
同
組

合
を
設
立
し

た
。
一
八
四

〇
年
代

か
ら
一
八
五

〇
年
代

に
か
け
て
、

ド
イ
ツ
で

農
民
や
商
工

業
者

が
自

ら
の
金
融

ニ
ー
ズ
を

満
た
す
た

め
に
信
用
協
同

組
合
を
設

立
し
た
。

も
う
一

つ
忘

れ
て
は

な
ら
な

い
も

の
が
あ

る
。
イ

ギ
リ
ス
産
業
革
命

初
期
、
ス
コ

ッ
ト

ラ
ン
ド
の

ク
ラ
イ
ド
河

の
美
し

い
渓
谷

の
河

岸
に
水
力
を
利
用

し
た

紡
績
工

場
ニ
ュ

ー
ラ

ナ
ー
ク

が
設

立
さ
れ
た
。
一

七
九
三
年

の
ニ

ュ

ー
ラ
ナ

ー
ク
は
、
従
業
員

一
一
五
七
人

で
、

成
人
三

百
六
十
二

人
、
そ

の
他
は
少
年
少
女

た

ち
で
あ
り

、
こ

の
う
ち
四
百

五
十
人

は
十

歳
以
下

で
あ

っ
た
が
、
当
時

の
紡
績
工
場

で

は
普

通
の
こ
と

で
あ
っ
た

。
ニ
ュ

ー
ラ

ナ
ー

ク
の
特
異
性
は

、
一
八
〇
〇
年

ご

ろ
か

ら
経

営

の
中
心
と

な
っ
た
創
業
者

の
義
理

の
息
子

で

あ
る
ロ

バ
ー
ト

・
オ

ー
ウ
ェ
ン
の
約
二

十

年
間

の
経

営
改
革
で
あ

る
。

十
歳
ま

で
の
就
業

の
禁
止
、

学
校
の
開
設

、

従
業
員
は
夜

学
に
進

め
る
等
教
育

機
関
の
充

実
、
従
業

員
住
宅
の
改

善
、
利
益

の
一
部
を

資
金
と
し

て
医

療
・
治
療

の
た
め

に
投
資
、

安
価
で
良
質

な
生
活
物
質

が
購
入
で

き
る
生

協

の
開
設
等

、
広
範
囲

な
従
業
員

の
待
遇
改

善

に
努

め
た
結
果
、
工
場

の
生
産
性

が
上

が

り

、
ス
コ

ッ
ト

ラ
ン
ド
で

最
大
規
模

の
会
社

と

な
っ
た

。
最

盛
期
に
は

、
約
三
千
人

の
従

業
員

と
そ

の
家

族
が
楽
し

く
生
活
で

き
る
協

同

村
が
創
出

さ
れ
た
。

オ
ー

ウ
ェ
ン

は
資
本
家
と

し
て
、
会

社
の

効
率

性
、
利
益

の
拡
大
を
求

め
て
改
革

を
行

っ
た

が
、
結
果

的
に
は
協
同
組

合
の
原

点
で

あ

る
協
同
・
公
正

・
参
加
を
実

践
し
、

優
良

紡
績
工

場
を

造
り

上
げ
た

。
オ
ー

ウ
ェ

ン
が

協
同

組
合
の
父
と
呼

ば
れ

る
ゆ
え

ん
で

あ
る
。

イ

ギ
リ
ス

の
産
業
改
革
は
、

資
本
主
義

経

済

の
発

展
の
原
動
力

と
な
り

、
そ
の
後

は
資

本

の
原

理
に
よ
り

増
殖
を
続
け

て
き
た

。

一

方
で
は
、

必
然
的
に
経
済

的
弱
者

が
発

生
し
た

が
、
連
帯
し
て
組

織
的
に
行
動

す
る

理

念
も
同
時

期
に
生
ま

れ
た
。

資
本
主
義

経
済
の
限
界

が
と
り
ざ

た
さ
れ

る
現
在
、
そ

の
対
極
を
な

す
協
同
組
合

の
理

念
と

経
済
活
動

が
再
認
識

さ
れ
る

の
は
当

然

で

あ
る
。

二

〇
一
二
年

が
国
際
協
同

組
合
年
で
あ
り

、

経
済

社
会
の
中

で
協
同
組
合

の
役
割
を
見

直

す
良

い
機
会
と
思

う
。




